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Ｉ．はじめに

高等学校社会科「現代社会」は，わが国の国際

社会の一員としての役割の増大，複雑化・多様化

するこの社会の実態を地理，歴史，政治・経済と

いった従来からの科目の成果をふまえつつ，総合

的に観察し，その問題点を検討する目的で設けら

れた科目である(文部省，1979)。こうして高校教

育をとりまく内外の要請に応える目的で出発した

「現代社会」ではあったが，高校社会科教育にお

ける対応をみてみると，「政治・経済」「倫理」に

よる「現代社会」の代替方式の一般化をみ，国公

立大学共通一次試験科目からの除外も予定される

に及び，高校の現場では「現社離れ」の傾向に拍

車がかかるものと予想される。この様に科目とし

ての確立はおろか，その存立の危機に瀕している

と言ってよいであろう。

これまでの「現代社会」をめぐる議論は，社会

科教育における中高の一貫性との関連を問題にし

た議論と総合科目としての「現代社会」の位置づ

けをめぐるものとに分けられる。本稿では「現代

社会」の社会科総合科目としての確立という観点

から「現代社会」における地図利用について検討

を加えたい。

筆者がこの様な課題を設定したのは総合科目と

しての「現代社会」の確立は地理教育における地

理巡検をはじめとする地図を生かしたこれまでの

学習の多大な蓄積を正しく評価し，社会科教育に

おいて共有化し，十分活用されることによって可

能となると考えるからに他ならない。ただしその

ためには，これまでの地理教育において行なわれ

てきた地域区分や地域調査に対し新たな視角から

の再考が必要となると考えられる。そこで本稿に

おいてはまず，戦後社会科教育に果した総合科目

としての地理の役割と地図学習の成果およびそれ

＊北海高校

尚＊

らの限界について確認する（11)。次に，「現代社

会」教科書にみる地図利用の現状を統計的に考察

し，その問題点を明らかにする(Ⅲ)。最後にこれ

までの分析をふまえながら現代社会のしくみとそ

の発展方向を考えるための地図表現，地図利用の

あり方をまとめたい（1V)。

11．地理教育における地図利用の現段階

竹内（1985）の指摘にもみられるように，戦後

の社会科は個別的な社会科学の研究成果をふまえ

て，社会についての総合的，主体的認識を生徒の

中に育てつつ，生活していくための実践的知性と

問題解決能力を構築しようとするものとして出発

した。この理念に基づき，「民主主義」「時事問題」

という総合科目の設置をみ，その後も｢一般社会」

や「社会」が続いた。ところが，1950年代に入り

指導要領改訂に際しこうした総合科目としての社

会科は「社会」の廃止とともに消え，代わって専

門分野別の分科主義的な科目構成をとることに

なったのである。ただし，社会科の理念としての

総合科目主義は完全に消失してしまったのではな

く，各科目の中で様々な実践を通じて継承されて

いくことになるのである。

「地理」においては，戦後「一般社会」の導入

をみた時，円滑に社会科に適合し「一般社会」第

１学年の６単元中３単元，第２学年６単元中５単

元を地理的特色の強いもので占めた。このことは

地理的分野は事実に基づく思考であり，巡検によ

る現象把握，統計処理による図表の作成などを通

して比較，区分，発展方向の検討に重点をおいて

おり，その方法において総合科目としての適応‘性

をもっていたという指摘をみている(班目,1981)。

その後，分科主義の浸透に伴ない高校社会科に

おける１年生の入門科目，総合科目的なものとし

て「地理」が位置づけられてきた。地理学習に公

害問題やエネルギー・資源問題に敏感に反応し，

－２３－



教材化したし，また，高度成長政策や地域開発の

中で地域の現実と住民の生活を問題にすることに

よって社会科の現代的課題とは何かを考えてき

た。こうした中から地図を生かした社会科教育の

実践も数多く生まれてきたのである。

麿田・木戸口（1978）によれば，地図学習にお

いて野外調査が不可欠であるという認識から小中

学校における観察を主とする現地学習のみなら

ず，高校でも巡検が一般的に実施されるように
なってきた。この状況に対し，高校地理の野外調

査は単に観察や巡検でとどまるのでなく，実際の

調査活動（現地調査、報告書作成など）を伴なう

学習でなければならないという考えから行なわれ

た札幌北陵高校の実践報告例がある。そしてこの

学習によって地理的な見方や考え方をのばし，グ
ループ活動や社会との直接交渉(訪問，聴取など）

を通して生徒たちの人間形成にも役立ったという
指摘もなされている。

さらに，こうした活動は１つの学校の実践にと

どまらず,地域の教師集団によっても共有化され，

大きな成果を生んでいる。山内（1986）で紹介さ

れた札幌地理サークルの活動がそれである。自然

環境，北海道史の中での位置づけをふまえながら

札幌のもつ中心'性など札幌全体を見通した地誌の

形でまとめられた札幌地理サークル（1980）では，

主要道路に沿って，共通した歴史性や地域性をも

つ地域単位ごとにまとめられ，札幌市及びその周

辺の「徴細地誌」を結実させているし，札幌地理

サークル（1987）では札幌を舞台に展開されてい

る様々な地理的事象を図化し視覚化し，札幌の地

域'性を解説する新しい都市誌の発表を試みてい

る。

このように生活する地域に密着する形で地図を

生かした教育実践は札幌に例をとっただけでも大

きな成果をみている。

ところで，一方，われわれの社会をそして日本

をとりまく国際‘情勢を地図を利用して考えること

も地理学習にとって重要である。この点について

はどうであろうか。中山（1983）は学校地図帳の

各国比較をふまえながら地図教育について興味深

い指摘を行なっている。即ち，ヨーロッパ諸国の

学校地図帳は主題図に重点を置き，一般図はさほ

ど重視していない傾向がある。主題図が中心であ

れば生徒はこれらの地図に目を通し，文章のよう

に一元的なものでなく，二元的・空間的な状況認

識を行なえる。これに対しわが国における学校地

図帳は一般図中心であり，主題図もあるものの小

さくて見にくい。

このことは，わが国の地図教育が地図を見て

個々の地名や地域区分を記憶することに重点があ

るものの，地図に記載された事項を通して考え，

地図を用いて新しい発想を展開していく目的には

縁遠いものとなっていることを示していると考え

られる。

以上の考察から，戦後地理教育における地図利

用は身近な地域の学習つまりミクロな次元での学

習においては威力を発揮したものの，マクロな次

元での学習では一般図中心の学校地図帳の問題点

にみられるように十分にその機能を発揮している

とは言い難い現状を確認した。この様な地理教育

における地図利用の現状は国際化の進展するわが

国をとり巻く諸’情勢の中では社会科の総合科目的

役割の側面での限界を示すことになったと考えら

れる。

Ⅲ．「現代社会」教科書にみる地図掲載状況

今日の複雑化する社会環境を総合的にとらえ指

導し「科目あって教科なし」といわれる社会科の

現状を克服する目的で成立をみた「現代社会」に

おいて，これまで検討した地理教育における地図

利用の成果がどのように生かされ，その限界‘性を

どのように克服したであろうか。それを検討する

ために「現代社会」教科書にみる地図掲載の状況

を比較検討してみよう。

統計的比較に使用した教科書は１６社２６冊であ

る')｡これらのうち地図をまったく掲載していない

ものはみられなかったがその数において大きな差

異がみられた。表１に示したように，５枚未満の

教科書が２冊ある一方，２０枚以上のものも３冊み

られる。１０～１４枚が１１冊と多く次いで５～９枚

となっており，「現代社会｣教科書においても地図

の掲載は活発であることがわかる。

次に高等学校学習指導要領(社会)の中項目に沿っ

て地図掲載状況をみてみると，①現代と人間の項

目は｢生徒の身近な生活に関する諸事象を通して，

現代社会の基本的な問題を考えるための糸口であ
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｢現代社会」教科書における地図掲載状況

－２５－

注）中項目名称は以下のとおり。

①現代と人間②現代の経済社会と国民 福 祉

②現代の民主政治と国際社会④人間生活における文化

⑤ 青年 と自己探求⑥現代に生きる倫理

る」（文部省，1979）こともあり，２６冊中２４冊が載されているものも検討に加えた。ＥＣなどの経

地図を掲載している。これらの中には，この項目済統合，ＯＰＥＣなどの生産国同盟をテーマとした

に18,19枚の地図を使用した教科書が２冊みられ地図は中項目にとらわれない見返しへの掲載が多

る。次に２６冊中２６冊が地図を掲載している項目い。同様の傾向は地域的集団安全保障をテーマと

に④人間生活における文化の項がある。この項目した地図にもみられる。本文への掲載状況では，

ではほとんどの教科書において図幅数は多くはな前者は①現代と人間，②現代の経済社会と国民福

いものの地図掲載をみている。さらに２６冊中３分祉，後者は③現代の民主政治と国際社会の項で利

の２以上の教科書で地図掲載の項目として②現代用されている。さらに，・国際紛争をテーマとした

の経済社会と国民福祉，③現代の民主政治と国際地図は見返しへの掲載はみられず，③現代の民主

社会の項がみられる。その一方でまったく掲載を政治と国際社会での利用が１４冊中１３冊となって

みなかったのは⑤青年と自己探求の項であった。いる。また，世界の宗教をテーマとした地図も見

以上のように，「現代社会｣教科書においては，各返し掲載は１冊のみで⑥現代に生きる倫理，④人

教科書間，項目毎で地図掲載についてかなりの差間生活における文化の項目での掲載がなされてい

異のみられるものの，問題提起，文化，経済，政る。つまり，経済統合や生産国同盟をテーマとし

治分野で地域区分，相互関連を主題図を使って表たものは問題提起および経済的分野での掲載を

現しており，掲載枚数でみても相当多数のものもみ，地域的集団安全保障体制をテーマとしたもの

みられることがわかった。Ｉま政治的分野 で ， そ し て 世 界 の 宗 教 を テ ー マ と し

ではこれらの教科書においていかなるテーマのたものは主として文化・倫理分野で掲載がなされ

地図がいかなる項目にて掲載されているのであるている。

うか。そのために，現代の世界を包括的に表現し，このようにテーマと利用分野とがほぼ固定的で

多くの教科書で採用されている４つのテーマを抽あることがわかった。ところで，現代世界の構成

出した。表２に示したのがそれである。尚，教科を考える上では，たとえば国際紛争は東西対立が

書本文のみならず，表紙および裏表紙見返しに掲軸となり，中にはそれに宗教紛争がからんでくる

表２主題図の主なテーマと利用されている中項目

注）①～④，⑥は前掲表１注に同じ。

表１

① ② ③ ④ ⑥ 見返し
掲 載 教 科
書数合計

ａ・経済統合・生産国同盟 ２ 冊 ３ ０ 0 ０ １１ 1６

ｂ・地域的集団安全保障 ０ 0 ４ ０ 0 ９ 1３

Ｃ
● 国際紛争 １ 0 １３ 0 0 ０ 1４

ｄ・世界の宗教 ０ ０ ０ ５ １０ １ 1６

掲載 なし １～４枚 ５～９枚 １０～１４枚 １５～１９枚 ２０枚以上 計
掲載地図1総数
による分類

中
項
目
別

①
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⑥
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0
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0
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0
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ことからもわかるように，相互に関連したものと

してそれぞれのテーマをとらえる必要にあること

はいうまでもない。既に述べた４テーマについて

１枚の地図上での相互の重ね合せの状況を示した

のが表３である。これによると，経済統合・生産

表３．テーマ相互の同一図面における重ね合せ状況

ａ・経済統合・生産国同盟

ｂ・地域的集団安全保障

ｃ・国際紛争

ｄ・世界の宗教

国同盟(a)と地域的集団安全保障(b)の重ね合せは９

例みられるものの，（b)と国際紛争(c)，（a)と(c)の重

ね合せはそれぞれ１例をみるのみ，また，世界の

宗教(d)については他の３テーマとの重ね合せはみ

られない。

表４主題図のテーマ別にみた同一図面における

掲載事項数

１～４ ５～９ １０～1４ １５～2９ 30以上

ａ
●

２ 冊 1４ 0 ０ 0

ｂ、 １０ １ ３ ０ ０

Ｃ ●
０ ２ １ １０ １

．． ３ ９ ４ 0 ０

注）ａ.～ｄ・は前掲表2.3のa～d・に同じ。

次に表４によって各テーマごとに，１枚の地図

上に掲載されている分類事項をみてみると，特に

(c)において多くの事項を掲載している地図の多い

ことがわかる。さらに，表３によって確認された

(a)と(b)が同一図面に記載される場合の多い点を考

慮するならば，同一図面における記載事項が多岐

にわたっていると考えられる。

以上，表３，表４の分析から明らかになったこ

とは「現代社会」教科書に掲載されている地図は

多数の事項を掲載しているものの，その割に内容

は一面的であり，テーマ相互間の関連‘性を地図化

する工夫に欠けるという傾向を指摘できる。

1V・地図の構成における視点の転換

「現代社会」の創設をみたとき，社会科におい

てどの科目担当教員によってこの科目が担当され

るのかが１つの問題となったが，川合・地理編集

部（1981）の報告によれば，調査対象111校中６４

校において何らかの形で「地理」専攻担当が「現

代社会」を担当していると指摘されている。この

ように「地理」担当教員が「現代社会」を指導す

るのであれば，既にIIにおいて確認された地理教

育のミクロの部面の成果を活用し，身近なそして

具体的な地域事例に則して「現代社会」を展開し

ていくことになろう。ただしこうしてとらえたミ

クロな地域の問題をマクロな現代社会の問題と関

連づけて把握するには大きな困難が横たわってい

る。それは，マクロな問題を整理しミクロな問題

との結節点を示す役割を果たすべき主題図が，前

節で指摘しておいたように形式的，概括的である

ためその役割を十分果しているとは言い難い状態

にあることに他ならない。この困難を解決に導く

ためにはこれまでの身近な地域の問題＝身近な問

題という視点を改め身近な問題からとらえなおす

ことが必要となっているのではなかろうか。

ところで「現代社会」にはマスコミからの具体

的な教材の呈示のみられた点を見逃せない。朝日

新聞社では高校教員からの投書がきっかけとな

り，政治，経済，社会にかかわる'情報とその解説

を主とする「現代社会～高校生とともに」を毎週

日曜日に連載し，１９８２年３月から８５年１２月まで

３年９か月にわたって続けた。記事は各年度ごと

にまとめられ,加筆補正され,朝日新聞社編(1983,

84,85,86）として出版されている。こうして提

供された300項目余りの’情報は身近な問題からの

「現代社会」への接近を考える上で貴重な素材と

なっている。そしてこうして示された身近な問題

を地図化するための足がかりとして高野（1984）

の指摘が参考になる。即ち地球規模の問題をとら

えようとする場合，国家をはじめとするこれまで

の地域区分を固定的に利用するのでは不十分であ

り，問題状況により地域区分，地図のテーマの重

ね合せ方，図法を工夫する必要性を具体的に示し

ている。

この指摘をふまえて地理教育における地図の構

成においても新しい成果の発表をみた。斎藤・赤

松（1983）は戦後の東西問題における米・ソの位

置関係を正しく理解させる上で北極中心の地図

を，また，フォークランド紛争における資源領有

権をめぐる側面を南極中心の地図によって正しく

理解されることを論じている。さらに矢島(1986）

は合衆国など連邦制の国々では経済活動の側面で
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国家単位に加えて各地域（州）単位で日本と深く

結びついていることが多い点を指摘し，この視点

からわが国に輸入されている小麦を例に各種類別

にその生産分布が特定地域に集中している様子を

地図化し，わが国と合衆国の各州との結びつきを

理解させる試みを展開させている。

このように「地理」における地図の構成におい

てはマクロな問題を身近な問題とするための試み

を確認できた。この様な試みを個別の点的な試み

に終わらせることなく面的に拡大し「現代社会」

へ応用していくことが社会科における総合’性確立

のための地図の構成につながるものと考えられ

る。
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